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奈良市職員募集 甜申し込みは 1月24日までに

.成9年度務艮m・a貝.周候緬曹を次の.舗で'集しき.. 受 鹸.翼者 " 月初回か

出回町閑人同抑制径四閉会へ字削してく"ざし'.

信緬 鍵."人・1・滑棒作費..・-.子包 .学依給食調理飼-11+名 .保育園鉛食欄縄買 ..t'干名 ・用務員置若干名

【醐帽1..， rIiへのijIII ~'Jr. 1:';;:: <')年省事件 Utf~す人

昭和"匁4月'"以陽に生まれた人{園.性別は聞い..ん}

樹齢ただし 次のいずれ治に献当する人"受昼食できません斗

I! I ~拍車寄必よぴ浄禦治産r. 12 ' ~綱以上の耐に処ぜられ その続行を終えるまで またはその.針金受

げることがなくなる までの宥 "喰良市聡闘として懲破免・の処分を受け 当政処分の11効ら2年金経過

しない. ω川本国憲捷またはその下にM主主Lた段階を暴力で破織することを主骨慢する政党その憶の団体

，結成 L.f f~ 1iこ九に加入 した着

[標期限刷 。司自 l次..  

211 2附問、午後零時半.柏市酬明柵で師陣および世間行います.

相は2月4111:1<)1:刺市役所同川 に 闘する，ともに刊に，，'わらず本人に も通知Lます

酬は醐

2月刊醐lよる叫酬をどHiいH .聞は2月下旬.

IUJ'.~ 1 01 !!20日例から"目白幽撃で従良市役所中央陳， .人事根で受け付けます..武駿刷込・など"，同 "日制か

島市入司匹緑内俊良市鴨員怯.紙属機密興会でお温度Lします.0受脈申 し込みのg趣向.鋼"民厳申込書， 受駿栗

本賓室明書または構築見込.明・，各 l過です.その"かt 写真2伎(縦 ...織，. ，度近3か月以内4

慣膨した上単身のもの}効必寝です.0第便による。込附紙の繍求または受験申L込みの場合11.J背簡の漢

に 「受駿用紙.求jまた"r猷厳申込'J色赤オドで寄与 あて先と廊健・4守，明.，て切手を周能。式返信m
S常簡を必ず同賞してく行笹川.，"，Jc<. t;1J FI~兎:髭で 1 過の地合↓.w内(鉱脈吻ゐ書の渇合l幻民同)です.

0酬 tよる韓剛し込みの場合li.11123lHaでの耐のあるものI限り受け付け1T.

同1~\8個別 様良市役幌市畏公室入.. 家内儀良市駿蘭経刷拭腺.民会 (守630~最良市二条大路甫ー了[j 1 • 1号 。代

表=34-1111 内鎗 21312132 "i!l!I-34-4i06) 
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市問で引刊l隠sつ対ぎ此お制り師F甫転醐a酎ぞ一

Gよ広つて，売宅創 し'稜医..

1柏市北之峰町723-13 健種旭， ，同 79，，0

2滞良市弐掛町一TII1537-~礼団 1600"m' )

を.い人j耐の入札に移細を鱗じ鳥れてL る人.

211 5 EN:i'γ前9時，-γ面白"同(午前l幌暑まで

に人札.. 雇盆，納入し受付を乏了してくだきい}

~I_"ro市"防

開制J・.， 市役所.栂6階第混合破司区

礼保"盆J，札盆舗の'00分の5以ょの.

Jtln日U附 前1榊から市役所同6肺 2ヲ

会白昼蜜?聞"，ますι公兜物件1:IiJ民伶を循足

していますので 入札替相lHUt司閉会に尚居留

しでくど"、。刷会金欠席村入札制符

llfnflから同月"目までに必ず市役所
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um --

℃午前川H

人 札 飾 め 刷 嗣 時 間 牝

" 
管財鍵へH 沓観念と句 1:i長て U.:~いp

211 5目制

国民年金保険料が
4月分から変わります

9年度J.民年金保 険料(単位 ‘円)

組制 羽h島 '関 • 加 定額+附加

"衛一出ヰト Ll.1OO
年綱 目3.600 .j，1j(J) 1~8 剖珂

割引阻 .1. J 10 'ID 3.830 

前倒. '"周到 4ι~ '"ヨ'"
軒牢理'"年度1即納付通阻害は 4月上旬に遇"
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• 避雌場 所 所在地 避難場所 所在地 避雌暗所 所在地

田原小学校 織田町 太古小学校 大下f町田 ru .キめ池小宇佐 .やめ地甫且丁目

田眠中学校 横田町 五笠公民館 k官町一丁 11 F崎潤小学校 ...ヶ丘三T目

田原公民節 横IH町 商之阪間保館 同之阪町 宜量ラ丘中学校 事..サ丘"丁目

ホ問小学校 水岡町 k安年小学校 );:I;U/....:丁目 世時ャE南1:11;掴 中山町西三Tlr
岬生.1、学院 帽生下町 八畳隣保障 八長ー丁目 鶴卸小学位 鶴障車町

柳生中学校 柳生町 Jに配♀丙小乍位 k寄与西一 l日 曲部会11:筒 学園北二丁目

晦生公民凱 柳作各町 三笠中学桂 三 .川西町 町制小学校 百輩圃四丁目

帽生l':B:量且地骨量 邑地町 防災七ンタ 八.五T~I _t.公民組 学聞#訟町

，柳生劫権問 曹、辱山町 東市小学校 占，11'f .置.，丘小学位 車畳1堅守丘.T日
大冊生小学制 大柿生町 8，11陣保館 占，1;町 fU1" li:ft:中宇世 .置1堅守丘丁目

興束中学校 太柳時町 禍"瞬保館 占市町 畳x今丘小学校 西量.ラ丘四丁目

興車公用組 大柳生町 明治小宇佐 北~Jt町 量買テ丘公"姐 中畳.，丘ー丁目

県草1:U!;平尾丹曲 大弔"圃I 都南中学校 耐永井町 ーすA、宇佐 二名-T~I
梱和小学位 m川町 辰，!j小学校 西九岳町丁目 二名中宇佐 てお一丁目

.車1:1¥掴量日|骨量 下院m町 書ヰl障僻簡 谷町 富雄Jヒ小学校 富雄北一丁n
..町 告甫陣"酎 ヨ野町 骨見小学校 鳥見町三丁目
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西三千雌代三今丘1日1 fl 

.日中学校 西本辻町 同華小学校 高極町 富雄中乍舵

-lHI公民館 南京軒町一 1'11 都揮小乍枝 聞H 路五Tll 富.車三小字悼 帝嵐山南 -.H!
情亮1軒小学校 南京軒町 部跡中学技 柏イド町 寓撞附小学校 中町
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飛島公民館 ti'. .J.JT F棺中学校 秋篠町 神功小学校 神功一 ，a
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若草公民自直 川上町 伏見中学技 百"野冊町ー丁目 右京小学校 布車四丁目
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若草中学校 法~" 事由中学校 千.四丁目 A京小乍校 左京三丁H
佐保111小宇佐 i去~町 ，.，~長小学校 ff条二1目 佐保台小学校 佐保台三丁H
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